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《特別 講演》

漢方の歴史

北 里研究所東洋医学総合研 究所　小 曽戸 洋

　中国に は約三千年 、 日本 には そ の 半分の 約千五 百年 に わ た る伝統医学の 歴 史が ある 。

本講演で は 日本 に お ける伝 統医学
一 一

漢方の 歴 史を 、 近年 の 新知見 を盛 り込み つ つ 、 ス

ラ イ ドを用 い て 、 お よそ
一 時 間ばか りで 鳥瞰 して み る こ とに した い 。

○奈良時代以 前

　わ が 国に お ける大 陸医学文化の 導入 はむろ ん 他の 大陸文化 と軌 を
一

に し 、 六 世紀頃ま

で は主 に朝鮮半 島経 由で 行 わ れ て い た 。 医薬書伝来の 初出記録 は 、 仏教伝 来 にわ ずかに
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 h　い　 こ　 う　 ず

遅 れ る 五 六二 年 、 呉人智聡 の 半 島経由 に よる 「薬 書 ・ 明堂図」 な どの 将 来 で あ る 。 「明
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 II　ヤ　 け　ウ

堂 図」 とは針灸の つ ぼ を図解 した人体経穴配 置図で あ ろ う。

　七 世紀以 降 、 遣 隋 使 ・遣 唐使 に よ る 中国 との 正 式交流開始 に と もな い 、 医 学 文化 が 直
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i　 ド　 ち　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム　く　い　L

接 、 大量 に輸入 され る よ うに な っ た 。 恵 日 ・福 因 らが 大 きな役割 を担 っ た 。 や が て 律令

制 が 導入 され 、 七 〇
一年 に は 大宝律令が 施行 。 医制 を定 め た 医疾令に は医 学の 教科 書 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し　よ　う　v 　んll う　　　　　　し　ゆ　る ；t んロユう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し ん s よ　う　 　 　 　 e う s コet う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し りら リケめヲくり i う

『脈経』『甲乙経』『本草経集注 』『小 品方』『集験方』 『素 問』『針経』 とい っ た漢〜六 朝の

中国医書が指定 され 、 学習 され た 。
こ の 規定 は と りもなお さず 、 初唐 の 医制 をほ ぼ その

まま受容 した もの で 、 逆 に当時の 中国の 方針 を知 る こ とがで きる 。 『針経』は 『霊枢』の

古称で あ り、 『素問』 と合 わ せ て 『黄帝内経』を成す 。 『甲乙経』（西晋）は 『素 問』『霊

枢』 に 経穴解説書 『明堂』を加 えて 再編集 した針灸 医学書 。 『脈経』 （西晋）は 『黄帝内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しっち ゆl

経 』『傷寒論』そ の 他の 古典か ら再編成 した脈診学の 典籍。 『本草経集注』 （五 〇 〇年頃）

は 『神農本草経』 を補 注 した薬物 学書 。 『小 品方』 （五 世紀 後半）お よ び 『集験方』（六

世紀後半）は 『傷寒論』系 の 処方 医学 を 中心 と した 医書 で あ る 。 い ずれ も前述の 三 大古

典 の 延 長線上 にあ っ た 。

○平安時代

　平安時代 に は 自国の 文化意識 の 高揚 に よ っ て 日本独 自の 医学書が編 纂 され る よ うに な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt　い　 t　り　 る　い　 じ　ウ　 ：t　う

っ た 。 八 〇 八 年に は 出雲広貞 （い ずもの ひ ろ さだ） らが r大 同類聚方』 を 、 八 七 〇 年以
　 　 　 　 　 　 t が b ら み hoc 　 　 　 　 きん らん ほ つ

前に はそ の 子菅原岑嗣 らが 『金蘭方』なる医書 を勅 を奉 じて撰 した とい うが 伝 わ らない
。

現伝本 は い ずれ も偽書で ある 。

　遣唐使 は八 三 八 年 を最後 に廃 止 され た が 、 そ れ まで に は唐の 主 だ っ た医書 の ほ とん ど
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ぱ　ん　ぎ　Lt

は輸入 され て い た 。 『日本 国見在書 目録 』 （八 九八 年頃）に は 一 六 六 部 、

一
三 〇九巻 もの

漢籍 医薬書の 存在 が記 録 され て お り、 日本 人の 中国医学文化 に対 す る摂取 意欲 の 旺盛 さ
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が うかが え る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　 L　 L　 ：t　 う

　九八 四年 に は こ れ らの 渡来 医書 を駆使 して 日本現存最古の 医学全書 『医心方』三 十巻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に　ん　 a 　e 　ぐ　ナ　め　り

が 編纂 され た 。 撰者 は帰化 中国人 の 八 世 の 子孫 、 丹波康頼 で あ る 。 こ の 書の 記 録 の ほ ぼ

すべ て は 二 百種近 くの 中国医書 （一 部に 朝鮮 医書） か らの 引用で 成 り立 っ て お り、 そ の

意 味で は本質的 に 中 国医 書で あ るが 、 資料の 選択 眼 に は 日本の 風 土 ・嗜好 の 反 映が 認 め

られ る 。 本書 は成立 時 に 近い 古写本が 現伝 して お り、 中国 には宋 の 印刷本 を介 した古典

しか伝存 しない の に対 し 、 六朝 ・隋唐医学書の 原姿を研 究する上 で 貴重 な資料 を提供 し

て い る 。

○鎌倉 ・ 南北朝時代

　鎌倉 時代 に入 る 頃 となる と、 中国 よ り宋 の 医学書 が伝 え られ る よ うに な り、 その 様相

は
一
変 した 。 北 宋代に は印刷技術が革新 的な発 達 をとげ 、 従 来写本 と して 伝 え られ た 医

学古典の 数 々 が 校勘 され 、 は じめ て 印刷本 と して 世 に流布 す る よ うに な っ た 。 こ れ は 医
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゐ　い　へ　Lt　t　Lt ゆ　LコIs　う　　　　　　　　　 t　Lコげ　ロt モ　う　ら　（

学知識の 普及 とい う面にお い て 画期的な こ とで あ っ た 。 また 『太平聖 恵方』や 『聖 済総録』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b　 ざ　しLe　 t　 く　 ［コ　 う

とい っ た膨大 な医学全書 、 あ る い は 『和剤 局方』 とい う宋 の 国定処方集が 政府 に よ っ て

編纂 ・出版 。 南宋に入 っ て か ら も医書の 刊行は相次 ぎ、 そ れ ら宋刊 本が 日宋貿易 を背景

に続 々 と舶載 され た 。 金 沢文庫伝来の 古版医書 はそ の 一 端を示す もの で ある 。

　武士の 時代 に あ っ て 、 医学 の 新 しい 担 い 手 は従 来の 貴族社会の 宮廷 医か ら禅宗 の 僧 医

へ と移 行 し 、 医療 の 対象 は貴族 中 心 か ら
一

般 民 衆 へ も 向け られ る よ うに な っ た 。 僧 医
ウ じ わ ら　し　よう ゼ ん　 　 　 　 　 　 　ヒ　 ん　し　 し　 l　 う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　 ん　 あ　ん　 lS う　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す　 う　 り　 ん　 　 　 　 　 　　 ム　 t マ 　ん　［t う

梶原性全 の 『頓医抄』（
一

三 〇 三 年）や 『万安方』（
一

三
一

五 年）、 そ して 有林 の 『福 田 方』

（
一 三 六 三 年 頃） は こ の 時代 の 特徴 を よ く反 映 した医学全書 とい える 。 従 来の 日本 の 医

書 は 、 中国医書か ら漢文 の まま忠実 に抜粋 した もの で あ っ たが 、 『頓 医抄』や 『福 田方』

は新渡来の 多 くの 医書 を駆使 しつ つ も和 文 に直 して 咀嚼 され 、 しか も著者独 自の 見解 が

随所 に 加 え られて い る 。

○ 室 町 時代〜江戸 時代前期

　室町時代に は明朝 との 勘合貿易が 始 ま り、 明に留学 し帰朝 した医師たちが 医学界 を先
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に　lt　n　 し　タ　 う　 it　Lt　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 tr　 e　 　ニ　　 　　 カ　 　し　 ら　　さ　 ん　 　e　 　　 　 さ　か　じ　±　う　う　ん　 　　 ご　ゆ　ら　い　ら　 り　 ち　ひ

導す る よ うに な る 。 南北朝末の竹田 昌慶を皮切 りに 、 月湖 ・田代三 喜 ・坂浄運 ・半井明親 ・
；　 　L　 ほ　 い　 あ 　 ん
吉 田意安 な どが い た 。

　当時導入 された 明初 の 最新 医学 は 、 金元 時代 に 新 た に勃 興 した革新 的医学理 論 を背景

に した もの で あ っ た。 こ の 金元医学 は 、 た て まえは 端的 に い えば前述 の 漢 の 三 大源流医

学 を理 論統合 し よ うとする試 み で あ っ たが 、 結果 は 中国 医 学 に新 た な方 向性 を開 くこ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ　■　 ら　 ひ　ん　t　 　　 　　り　 l　 ら　 し　 ひ　 　 　　 　り　 t　 う　 t　 L　 　　 　 　し　う　 に　L　it　 Lt

とな っ た 。 そ の 主 導者 と して 金元 の 四 大家 （劉完素 ・張子和 ・李東垣 ・朱丹渓） と称 さ

れ る人 々 が お り、 治療方針の 特徴か らそ れ ぞ れ に学派 をな した 。 た とえば劉完素の 創製
　 　 ［r う　 i　う　O　 ら　し　ど　 ら　 ユ　ん　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　は　 ち　ゅ　 う　 l　 つ　 e　 ヒ　 ケ

した防風通聖散 や 李東 垣 の 補中益気湯 な どは 今 日で も頻繁 に使用 され る漢 方処方 で あ

り、 また補養 を軸 とする李東垣 ・朱丹 渓の 医学は 日本で も李朱医学 と称 して 大 い に 受け
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た。 こ の 金元医学理論の 本質 は陰陽五 行説 に依拠す る もの で 、 現代中国に引継が れ て 中

医学理論 の 柱 を構築 して い る 。

　室町時代 の 知識階級 の 医家達 は こ の 新 医学 を盛 ん に摂取 し 、 普及 につ とめ た 。 そ の 機

運 の 高 ま りの なか で 、

一
五 二 八 年 、 日本で 初め て 医学書が 印刷 出版 され た 。 それ は明の

の　う　t 　う　サ つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ 　 さ　 い　 の 　 ぞ　 ら　 ず　 い

熊宗立が編纂 した 『医書大全』を堺の 阿佐井野宗瑞 が財 を投 じて 覆刻 した もの で 、 医書

の 印刷 出版 は中国に遅れ る こ と五 百年で あ っ た 。 さ らに七〇 年後に は豊 臣秀吉 の 朝鮮 出

兵に よ っ て 朝鮮か ら活字 印刷 の 技術が伝 え られ 、 こ れ を用 い て 金元 ・明を 中心 と した多

量 の 医薬書が 印刷 され広 く普及する よ うに な っ た。
い わ ゆ る 古活字版で あ る 。 日本 の 医

書 出版文化 は こ こ に始 まる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　a　 　t　 　ど　 　う　　ば 　　ん

　室 町末期 か ら安土 桃山時代 に活躍 した名医 に 曲直瀬道三 が い る 。 道三 は 当時の 中国医

学 を日本 に根づ か せ た功労者 と して特 筆すべ き人物 で あ る 。 田代三 喜 に医 を学び 、 京都
　 　 　 　 Lt　い　て　 s　 Lt　 L

に医学舎啓迪 院 を創建。 あ わせ て宋 ・金元 ・明の 医書 を独 自の創 意工 夫 に よ っ て 整理 し 、

け　り　て　　　し　ウ　う

『啓迪集』を は じめ とす る幾多の 医書 を著述 し て 、 後進 の 啓蒙 ・育成 に尽力 した 。 道三

の 医学理 論は明の 医書 を介する とこ ろ の 金 元医学 に依拠 する 。 こ の 陰 陽五 行説 を背景 と

し 、 経験処方 の 駆使運用 を手段 とす る 曲直瀬流医学 は 、 後継者の 輩出に よ っ て さ らに 後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　L　び　ょ　う　ゆ い　し　り　ん
の 明代 医書 （た とえば 『万病回春』な ど）を積極的 に吸収 し、 江戸前期 に は最 も隆盛 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご　 せ　い　 ほ　 う

きわ め 、 中期か ら末期 へ と及 ん だ 。 こ の 流派 を 、 その 後興 っ た古方派に対 して 、 後世方

派 と称 して い る 。

○江戸時代 中 〜 後記

　一
七 世紀後半 、 日本 の 漢方界 に は 新 た な潮流 が興 っ た 。 古 方派 の 出現で あ る 。 古方派

とは 『傷寒論』を最大 評価 し、 そ こ に医学 の 理 想 を求め よ うとす る流派で ある 。 江 戸 中

期以 降の 漢方界 は、 漢の 時代 に作 られ た 『傷 寒論』の 精神 に帰れ と説 くこ の 古 方派に よ

っ て 大勢が 占め られ る よ うに な っ た 。

　中国で は宋代 に 『傷寒論』が 印刷 出版 され て 再評価 され 、 さ らに 明か ら清 に か けて 復

古 と称 し 『傷寒論』に理想 を求め る一学風が 生 じた 。 『傷寒論』を 自己流 に解析 し、 『傷
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お　 ら　 し　 e　 く　 ひ

寒論』 中の 自説 に 合う部分 を張仲景の 正文と し、 自説に合 わ ない 部分 を王叔和 や後 人の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l！　 う　ゆ 　う　 し　つ　　 　 　　り　 　か　 　Lr 　 L 　　 　　 　て　い　tS　 う　 lt　う

竄入 と して 切 り捨 て る過激 と もい える 学 派 （方有執 ・揄嘉言 ・程応旄 ら）で あ る 。 日本
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を　　　r　　　や　　　Jr　　 ん　　　ロ’

の 古 方派は こ れ に 触発 され たの で あ る 。 こ の 古方派 に属 す る医家 と して 、 名古屋玄医 ・

後藤良缶・蕃ll1蓚庵・丙藤希哲・缶脇策痒・苦葢彙洞な どが 挙 げ られ るが 、 そ れ ぞ れ違

っ た観点 に立 っ て い た 。 なか で も吉益東洞 は 最 もきわ だ っ た考 え を持 っ た ア ジテ ー タ
ー

ともい うべ き医家で 、 現代 の 日本 漢方 に絶大 な影 をお と した 。

　中国人 は論理性 、 い わば抽象 的理屈 を好み 、 こ れ に対 し 日本 人 は実用 性 ・具体性 を優

先する傾向に ある とい われ る 。 こ れ は医学で も同 じで あ る 。 古方派が極 端 な主 義に 陥 っ

た 反省 もあう て 、 処方 の 有用性 を第
一
義 と し、 臨床 に役立つ もの な ら学派を問わ ず良所

を享受す る とい う柔軟 な姿勢を とる流派 も現れ た 。 こ うい っ た立場 の 人 々 を折衷派 と呼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b　 ti　 と　 サ　 か　 く

んで い る。 代表的人物 の
一 人 に和 田東郭が お り、 その 臨床手腕の 評価はすこ ぶ る高い

。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　e　s　ゆ t　Ltし　■　う

蘭学 との 折衷 をは か っ た漢蘭折衷 とい う派 もある 。 筆頭 に有名 な華岡青洲がい る 。 青洲

は生薬 に よる麻酔剤 を開発 し、 世界初 の 乳癌摘 出手術 に成功 を収 め た 。 幕 末か ら明治前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 め　 e　 ぱ　 ぞ　 l　 ロ　 く

期 に かけて 活躍 した浅 田宗伯 もそ の 学術 に お い て は折衷 派 に属 す る。 宗伯 は幕 末明治 の

漢方界 の 巨頭 と して最後 の 舞台 の 主役 をつ とめ た 。 臨床家 と して の 業績 は今 日の 漢方界

で も最大級 の 評価 を受 けて い る 。
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